
学報                             挑戦。スポーツが時代を動かす
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2 0 1 6 . w i n t e r

水球日本代表男子のリオ五輪出場に本学関係者が貢献。
オール日体大でリオ、東京でのさらなるメダル獲得をめざす。
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心・技・体
▷オリンピックイヤーが始まった。水球日本代表男子「ポ

セイドンジャパン」は、現役学生4名を含む日体関係者

の活躍により、リオ五輪の切符を手にした。大本洋嗣監

督（本学准教授）は、まったく新しい発想の戦術が功を奏

したと話す。さらに、日体大アスリートサポートシステム

（NASS）をはじめ、本学のサポートは非常に心強かっ

たという。

▷「技」「体」。これを強力にサポートする日体大アスリー

トサポートシステム（NASS）が本格的に始動した。リオ

はもちろん、その先の東京が照準だ。アスリート、サポー

トスタッフなど、すべての学生に対して活躍の機会を広

げることになるだろう。

▷ポセイドンジャパン、そして今号で取材したOB・OG

は、いずれも挫折や不安の経験を克服して成功に至っ

た。私たちも「心」を鍛え、それぞれの未来を切り拓

いていきたい。
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　日体大は、前身である日本体育会が創立さ
れて以来、今年で125周年を迎える。「體育
富強之基」の建学の精神のもと、健全な心
身を兼ね備えた人間育成に邁進してきた。グ
ローバル化が進む昨今においては、スポーツ
を通した国際平和への貢献も、これまで以上
に重要な役割となっている。
　さて、東京・世田谷キャンパスの正門近く
に、戦没者慰霊碑がある。表には「魂」とい
う字が刻まれているだけで、ややもすると見
逃してしまう人もいるだろう。かつて若人たち
がこの学園から戦場へ赴いた証である。
　この碑が建設されたのが昭和33年。戦後
の苦難を乗り切り、新しい時代へ一歩を踏み
出した時期であった。未来永劫、本学の使
命を全うしていくとともに、平和を祈る。この
碑には、日本体育会が学生を積極的に戦場
へと送り出し、尊い命を国に捧げたことに対
する深い反省と、本学の繁栄は彼らの尊い生
命の上に成り立っているという報恩感謝の意
味が込められている。
　碑文の一部を紹介する。「然るに、一たび
終戦となるに及び、彼等が帰還して、再び教
育の第一線に立つものとひとしく期待せしに、
思はざりき、遂に帰らざる者、実に数百名を
越えんとは。寔に哀惜悲痛に堪えず。今や戦
塵おさまりて10有余年、戦火により多大の損
傷を受けたる本学も、校舎並びに体育研究
館を初め、グラウンド、プール等の諸施設再
び整備し、正に二千余名の若き学徒の体育
殿堂として、その偉容を深沢原頭に誇らんと
せり」。
　私たちがいま学業や競技に励むことができ
るのも先人のおかげである。この碑を目にす
るたびに、そのことを思い出してほしい。そし
て、世界が平和であるために、私たちができる
ことを考え、実践していかなければならない。

戦 没 者 慰 霊 碑

Nittai   
   SNSN

tory

戦没者慰霊碑（東京・世田谷キャンパス）。
題字は建設を発案した米本卯吉理事長（当時）による。
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　NASSの目的は日体大の競技力向上サポートであり、谷釜学長が構想した体制を形にしたもので

す。ただし大学における活動ですので、一部の学生だけではなく日体大の全ての学生に還元される

ものでなければなりません。

　この目的を達成するためにNASSのサポートは２段がまえになっています。ひとつはプログラム提

供型、もうひとつはテーラーメイド型です。プログラム提供型では講習会やセミナーなどを中心に

競技者とサポートする側の両方の学生に情報提供などのサポートを行うものです。一方テーラーメ

イド型とは競技選手一人一人の状況に合わせた専門的なサポートです。

　NASSは既に多くの学生競技選手をサポートし、かつ多くの学生がサポート側としても参加してい

ます。本学と提携関係にある国立スポーツ科学センター（JISS）には既に多くの学生が選手として出

入りしていますが、今後はサポート側の学生にもJISSでの派遣研修の機会を提供することを考えて

います。

　東京オリンピックはもちろん、その先の日体大の競技力の向上に向けて、選手あるいはサポート

側として、日体大の学生の皆さん全てが輝く機会をNASSが提供していきます。一緒に日体大の競

技力を高めていきましょう！

　本学学友会にある40の運動部のうち、毎年30を超える運動部が学生チャンピオンを輩出してい

ます。過去5回のオリンピック夏期大会においては、日本が獲得した総メダル数の約30%を本学関

係者が獲得しています。もちろん過去のメダル獲得数も国内随一です。“競技力”は日体大の基盤で

あり、本学の教育、研究における極めて重要なツールです。長年の間に培われた、この誇るべき

競技成果は、現場の選手、指導者のご努力の賜物です。一方、現場外の関係者による様々なサ

ポートも、その一部を成してきたと思います。この大学にはトレーニング、コーチング、コンディショ

ニング、生理学、栄養学などの医・科学領域に留まらず、指導者育成、タレント発掘、財政支援、

学習支援など様々なサポートが存在します。NASSは、これらを連帯させ、そのパワーをさらに大き

く膨らまそうとするものです。学生も教職員も法人も、また同窓はじめ全ての本学関係者が力を合

わせ、夢をかなえるための場となります。学生の皆さんは、本学における競技サポート活動に、こ

のNASSを通じて参加することができます。近くにいる教職員にたずねてみてください。東京オリンピッ

クを一緒に迎えましょう。

すべての日体生が輝く機会を提供したい

様 な々サポートを連携し、さらなる強化を

　2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会

において、本学は「70名の学生及び卒業生をオリンピアン・パラリ

ンピアンとして輩出」することを目標に掲げている。加えて、さらに

将来に向けて、多くのオリンピアン・パラリンピアンを輩出・育成す

るべく、オール日体大による学生支援システムとして構築されたのが

「日体大アスリートサポートシステム（NASS）」である。競技者はも

ちろん、サポートスタッフなどを志すすべての学生に門戸を開いてい

る点が特徴だ。その概要を、各専門分野の先生方に紹介いただく。

日体大アスリートサポートシステム始動

総合スポーツ科学研究センター長

中里  浩一

スポーツ・トレーニングセンター長

西山  哲成
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　パフォーマンス分析サポートでは、

競技者の体力や技術、戦術等に関し

て評価・把握するために、定量化でき

る側面から、いくつかの分析サポート

を準備しています。

　フィットネスチェックサポートでは、

身体能力の現状把握、トレーニング

効果の評価、パフォーマンス予測など

を目的とした体力測定などを実施しま

す。また、映像・情報技術サポートで

は、動作分析やゲーム分析を行えるソ

フトウェアの使用・分析方法に関する

セミナーの開催、さらに競技・トレー

ニング現場での映像即時フィードバックの支援なども行います。

　アスリートサポート（競技者支援）に興味のある学生の皆さんの学びの場

ともなります。興味のある方は、是非、NASSにお問い合わせ下さい。

　専門種目だけではなく、学びを通し

て視野を広く持つこともトップアスリー

トの重要な要素の一つといわれていま

す。NASSでは「スポーツ栄養」や「コー

チング」「女性アスリート特有の生理

的・心理的特性」といった様々な視

点から、競技力向上に役立つ情報も

発信しています。

　また、教育サポートの一環としてゲー

ム分析アナリストの育成を実施しまし

た。アナリストの専門的知識を学ぶだ

けでなく、スポーツ現場に役立つデー

タの活用方法の提案や実践を通した

プログラムを提供しています。トップアスリートとして世界で活躍したい学

生、アスリートを支えるスタッフとして成長したい学生と共に活動していき

たいと思っています。

　NASSトレーニング部門では、オリ

ンピック出場に向けた選手への定期的

なトレーニングのサポートだけでなく、

「部活の補助トレーニングとして筋ト

レを取り入れたい！けど，どうやるの？」、

「効率の良いトレーニングがしたい！

でも、効率の良いトレーニング方法っ

て？」、「自己流でトレーニングをして

いるけど、このやり方って合っている

の？」、「部活で定期的に筋トレの効果

を確認したい！でも、どうやればいい

の？」といった“疑問”や“分からないこ

と”を解決するためのセミナーや講習

会も開催しています。トレーニングに関して悩んでいることがありましたら、

まずは気軽に相談に来てください。全力でサポートします！

　現在、NASS心理サポート部門は本

学のスポーツ心理学研究室の先生方

や大学院生の協力により、選手のサ

ポート活動に取り組んでいます。

　私たちは、選手が自らの心理的問

題に対応できる心理的スキルの獲得か

ら、自己管理能力の高い選手の育成

を目的としたサポート活動を実施して

います。

　心理的な問題を改善するためには、

まずは選手自身が来談するという行動

を起こすことが大変重要です。また、

日々の練習と同様に、定期的な心理

的スキルトレーニングを行うことが必要です。競技力の向上やパフォーマ

ンスの発揮などで問題を抱えている選手は、より良いパフォーマンスを発

揮するために、ぜひNASSを活用して下さい。

　NASSトレーニングサポートでは、競

技力向上に必要な基礎体力レベルの

向上、特異的なトレーニングプログラ

ムを提案し、実際のトレーニングやト

レーニングに対する効果の測定をス

ポーツ・トレーニングセンターのスタッ

フが中心にサポートしていきます。

　私たちの身体は正直です。やって

いることが理にかなっていれば成果は

しっかり出てきます。トレーニング効

果を高め怪我をしないために正しい

フォームを獲得し、適切な強度を設定

する。可能性を信じ、自分自身をコー

チングする力を身につけてください。その知識や実践力は将来にわたり大

きな力になるとあらためて思います。

体育研究所 NASS 助教

前川  剛輝

体育研究所 NASS 助教

富永  梨紗子

スポーツ・トレーニング
センター NASS 助教

小林  幸次

スポーツ・トレーニング
センター NASS 助教

塩島  絵未

体育研究所 NASS 助教

平山  浩輔
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どのようなサポートが
展開されるのですか？

医・科学サポートの
内容を教えてください。

全学生がサポートを
受けられるのですか？

医・科学サポートは競技力の向上をスポーツ医・科学の

分野から総合的に支援するものであり、NASSの中心事

業です。5 種類のサポートプログラムを展開します。学

友会クラブからの要望をもとにプログラムの提供やプロ

ジェクトの構築が行われます。また、競技種目 （オリン

ピック・パラリンピックに採用されている種目か否か）

や競技レベルに応じて利用できるサポートが異なりま

す。

プログラム提供型サポート
全ての競技種目が利用の対象となります。ラボベースの

測定や指導、学内でのセミナー開催が主な支援になりま

す。競技種目横断的な既定の測定・調査が実施されます。

● フィットネスチェック（体力測定、体組成測定ほか）

● 質問紙調査による心理チェック

● トレーニング指導

● セミナーの開催（メディカル、フィットネス、心理、

栄養）

プロジェクト構築型サポート
オリンピック・パラリンピックに採用されている競技種

目が利用の対象となります。指導者と協議して年間計画

を作成し、種目特性を考慮したテーラーメイドのプロ

ジェクトを提供します。競技会や合宿など、遠征先での

フィールドサポートも実施可能です。

● バイオメカニクス的手法・生理学的手法を用いたレー

ス分析

● 映像・情報技術を活用したゲーム分析

● 個別心理相談

● 個別栄養相談

● トレーナー派遣

オリンピック・パラリンピックに採用されている競技種目を中

心に、医・科学サポート、財政サポート、研究サポートが準備

されています。また、全学生を対象に、スポーツ医・科学分野

の知識や技術を保有する学生の育成を目指した教育サポートも

準備されています。

本学には様々な競技レベルの学生が在学しています（Recreational 

athlete ～ I n t e r n a t i o n a l    l e v e l   athlete） 。その競技レベルに応じた

サポートが展開されます。また学生コーチやアナリストなど、選

手として競技を行わない学生も教育サポートや研究サポートを利

用できます。

Q1

Q2

Q3

サポートの種類 サポートの内容

医・科学サポート

1.  パフォーマンス分析サポート

2.  トレーニングサポート

3.  メディカルサポート

4.  心理サポート

5.  栄養サポート

財 政 サ ポ ー ト 強化に必要な諸経費

研 究 サ ポ ー ト 強化に必要な医・科学的研究

教 育 サ ポ ー ト 医・科学における各分野の知識・技術を保有した学生の育成

■サポート種類

サポートタイプ
プログラム提供型

サポート
プロジェクト構築型

サポート

サポート内容

既定のプログラム テーラーメイド

ラボベース ラボベース
フィールド
ベース

オリンピック種目 ○ ○ ○

非オリンピック種目 ○ ー ー

International level athlete

National level athlete

National collegiate level athlete

Collegiate level athlete

Recreational athlete

Non - athlete

対象（本学学生） 種類

競
技
レ
ベ
ル

●  医・科学サポート

●  財政サポート

●  研究サポート

●  教育サポート

日体大アスリートサポートシステムを知る！
〜多岐にわたる NASS の機能をご紹介します〜
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1. パフォーマンス分析サポート

3. メディカルサポート

5. 栄養サポート

2.トレーニングサポート

4. 心理サポート

医・科学サポート

教育サポート

アスリートの体力や技術、実際の競技における戦術等に関して評価・把握
するために、定量化できる側面からの分析サポートを行います。

運動器スポーツ医学研究室、アスレティックトレーニング研究室及びスポー
ツ局の医・科学サポートスタッフ（トレーナー）との連携・協力により、スポー
ツ外傷・障害の予防やアスレティックリハビリテーション、コンディショニン
グなどの支援を行います。

栄養サポートでは、栄養アセスメント（食意識や食事調査など）を行うこ
とで選手の現状把握を行います。その結果をもとに、競技目標を達成する
ための栄養に関する課題を抽出し、その改善のための栄養サポート計画
を提供し、実行するための支援を行います。

スポーツ・トレーニングセンターと協力のもと、講習会の開催やトレーニング
指導を行います。また、競技種目の特性を踏まえたトレーニングプログラム
の作成や、クラブの強化目標に応じたトレーニングプランの提案も行います。

自己管理能力の高い選手を育成することを目的として、心理講習会の開催
や個別の心理サポートを実施しています。（メンタルトレーニングに関する
助言、技術練習に関する心理的な助言、社会心理的な側面に関する助言、
心理的コンディショニングに関する助言、競技に関する心理検査の実施と
フィードバック）

アスリートサポートにおける様々な分野の
知識・技術を保有した学生の育成を図るた
めの支援を行います。ポータブルな測定・
計測機器を用いた即時測定や即時フィード
バックの方法、機器のメンテナンスや測定
データの管理など、アスリートサポートに
必要な教育に関して継続性を持って実施し
ます。教育サポートの一つである、「NASS
スポーツ科学セミナー」では、スポーツ科
学・医学・情報に関する講演やワークショッ
プ等を開催しています。平成27年度は映
像・情報技術に重点を置いて開催していま
す。

フィットネスチェックサポート

アスレティックトレーニングサポート

栄養アセスメントの実施

心理講習会の開催

ストレングストレーニングサポート

映像・情報技術サポート

コンディショニングセミナーの開催

栄養セミナーの開催

個別心理サポート

フィットネストレーニングサポート

女性アスリートサポート トレーニングセミナーの開催

身体能力の現状把握、トレーニング効果の評価、
パフォーマンス予測などを目的とした体力測定
を実施しています。

トレーナー研究会の協力の下、サポートスタッ
フを派遣します。日常のトレーニング現場への
派遣だけではなく、遠征（合宿や競技会など）
に帯同することも可能です。また、各キャンパ
スに設置されている AT ルームにて個別サポー
トを受けることもできます。

栄養アセスメントでは、選手あるいはチーム（ク
ラブ）の栄養状態を把握するために、身体組成
の測定、食習慣の調査、栄養素摂取量の調査
など、種々の測定・調査を行います。

各競技の種目特性やクラブの要
望に応じたプログラムを準備し、
心理サポート研究会の協力を得
ながら講習会を開催します。

筋力、パワー、筋持久力だけではなく、スピード、
バランス、コーディネーションなどの筋機能を総
合的に鍛えるための支援を行います。

映像分析や動作分析、ゲーム分析を行えるソフ
トウェアを駆使して、ソフトウェアの使用・分析
方法に関するセミナーの定期開催や、映像即時
フィードバックの支援も実施しています。

コンディショニングとはパフォーマンスの向上（競技力の向上）と外傷・障害
予防を目的に、『ピークパフォーマンスの発揮に必要な全ての要因を、ある目
的に向かって計画的に望ましい状態に整える』ことです。要望に応じた内容で
セミナーを開催します。

栄養に関する基礎知識をはじめ、競技特性をふ
まえた栄養管理、試合期の調整など期分けに応
じた栄養管理、トレーニングの目標にあわせた
栄養管理など、各クラブの要望をふまえ実施し
ます。

各選手の心理的課題に対して、
スポーツメンタルトレーニング
指導士が中心となり、個別で心
理サポートを実施します。

持久的な能力の改善や回復の促進を手助けす
る低酸素トレーニングシステムや体内深部クー
リングシステムを設置しています。

女性の生理的・心理的特性を理解し、女性特有の課題に対応したプログラム
構築のための支援を行います。

各種トレーニングの実施方法、セットの組み方やレスト管理、補助の方法など、
実技指導を交えた講習会を開催します。

心理サポートの
内容検討

主訴の確認

心理サポートの
年間プログラムの作成

チーム・個別の
心理サポート

実 施

サポートスタッフ
ミーティング

プランニング

アセスメント

Special Contents
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藤
代
紫
水
を
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
に
導
く
。
ひ
た
む
き
な
指
導
は
恩
師
への
恩
返
し
。

そ
の
姿
を
見
て
育
ち
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
ご
子
息
は
、
い
ま
父
と
同
じ
道
を
歩
む
。

常
勝
監
督
を
支
え
る
母
校
、
恩
師

　

私
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
人
生
は
、
日
体
大
と
恩
師
で
あ
る

松
井
幸
嗣
先
生（
体
育
学
部
教
授
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
部

長
・
男
子
監
督
、
日
本
男
子
代
表
元
監
督
）の
存
在
を
抜

き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は
、
中
学
1
年
生
の

夏
で
し
た
。
そ
の
後
、
中
学
3
年
生
の
時
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

五
輪（
1
9
8
4
年
）が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
日
本
代
表
選

手
で
あ
っ
た
松
井
先
生
の
活
躍
を
目
に
し
ま
す
。
と
に
か
く

す
ご
い
選
手
だ
と
憧
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
高
校
3
年
生
の
時
に
県
代
表
に
選
ば
れ
、
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、
松
井
先
生

が
日
体
大
の
監
督
に
就
任
さ
れ
た
の
で
す
。
日
体
大
O
B

で
あ
っ
た
県
選
抜
の
監
督
に
「
日
体
大
に
行
っ
て
続
け
た
い

か
？
」
と
聞
か
れ
、「
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
」
と
答
え
た
こ

と
で
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
そ
の
後
の
私
の
人
生
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

日
体
大
に
入
学
し
て
合
宿
所
生
活
が
始
ま
る
と
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
練
習
は
厳
し
く
、
食
事
当
番
や
雑
用
に

追
わ
れ
る
日
々
。
も
ち
ろ
ん
、二
軍
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

1
年
生
の
夏
か
ら
合
宿
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
合
宿
後
の
東
日
本
イ
ン
カ
レ
で
、
1
年
生

の
な
か
で
た
っ
た
一
人
居
残
り
を
す
る
こ
と
に
。
い
ま
に
見

て
い
ろ
と
奮
起
し
て
、
2
年
生
の
夏
に
は
韓
国
遠
征
に
参

加
。
3
年
生
以
降
、
た
び
た
び
試
合
に
出
場
さ
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

が
む
し
ゃ
ら
に
練
習
し
て
い
た
高
校
時
代
と
は
違
い
、
松

井
先
生
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
す
べ
て
が
新
鮮
で
し
た
。
先
生

は
、
練
習
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
目

的
や
理
由
を
具
体
的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。た
だ
、

「
鬼
」
と
恐
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど（
笑
）。

　

日
体
大
時
代
は
、
2
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
イ
ン
カ
レ

三
連
覇
。
3
、4
年
生
の
時
は
私
も
出
場
し
ま
し
た
。
な
か

で
も
4
年
生
で
の
優
勝
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
前
の
リ
ー

グ
戦
で
黒
星
が
つ
い
て
か
ら
の
優
勝
と
い
う
と
て
も
苦
し
い

戦
い
で
し
た
。
優
勝
し
た
夜
、
私
と
友
人
は
、
恐
る
恐
る

遠
征
先
の
函
館
の
ホ
テ
ル
の
温
泉
に
松
井
先
生
を
誘
い
ま

し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
は
い
ま
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
私
は
決
し
て
上
手
い
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
人
よ
り
練
習
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
先
生

に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
夜
遅
く
ま
で
残
っ
て
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。
風
呂
の
な
か
で
、
先
生
か
ら
今
後
の

進
路
に
つ
い
て
聞
か
れ
「
地
元
で
先
生
に
な
り
ま
す
」
と
答

え
ま
し
た
。
す
る
と
、「
教
員
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
、〝
お

前
の
よ
う
に
〟
影
で
努
力
し
て
い
る
選
手
を
認
め
ら
れ
る

人
に
な
ら
な
い
と
だ
め
だ
ぞ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、

そ
れ
を
聞
い
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
井
先
生

は
ず
っ
と
見
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

三
連
覇
で
金
メ
ダ
ル
を
3
つ
手
に
し
た
6
人
は
、
い
ず

れ
も
高
校
3
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
経
験
が
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ま
は
日
体
大
に
す
ご
い
選
手
が
入
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
が
、
当
時
、
松
井
先
生
は
私
た
ち
の
よ
う
な
選
手
を

鍛
え
に
鍛
え
て
、
三
連
覇
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

OB 
INTERVIEW

茨城県立藤代紫水高等学校
教諭  ハンドボール部監督

滝川  一徳 氏

活 躍 す る

　茨
城
県
で
勤
務
し
た
高
校
を
い
ず
れ
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
強
豪
に
育
て
あ
げ
た
滝
川
監
督
。
さ
ぞ
か
し
厳
し
い
雰
囲
気
を
想
像
し
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
口
調
は
柔
和
で
穏
や
か
だ
。
ご
子
息
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
時
は
、

は
に
か
み
な
が
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
自
分
を
慕
っ
て
く
れ
た
生
徒
の
た
め
に
全
力
で
指
導
す
る
。
教
え
子
の
活
躍
に
目
を
細
め
る
。
そ
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
県
内
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
O
B
も
多
い
と
い
う
。
お
話
を
聞
い
て

感
じ
る
の
は
、
厳
し
い
な
か
に
も
愛
情
あ
ふ
れ
る
指
導
ぶ
り
。
そ
の
原
点
に
は
恩
師
で
あ
る
松
井
幸
嗣
先
生
の
教
え
が
あ
る
。
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一
途
な
思
い
で
指
導
に
あ
た
る

　

私
が
高
校
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
茨
城
県
で
1
位
に
な
っ
て
も
、

東
京
都
3
位
の
日
体
荏
原
高
校
に
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
で
負
け

て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
私
は
、
日
体
大
卒
業
後
、

鬼
怒
中
学
校
、
県
立
伊
奈
高
校
、
県
立
藤
代
紫
水
高
校
と

勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
監
督
を
務
め
た
両
高
校
と
も
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
全
国
選
抜
な
ど
で
成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
や
松
井
先
生
の
教
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
常
勤
講
師
と
し
て
1
年
間
勤
務
し
た
鬼
怒
中
学

校
で
は
、
校
長
先
生
が
た
ま
た
ま
私
の
小
学
校
時
代
の
担

任
で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
指
導
し
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
県
中
学
校
総
体
で
優
勝
し
、

翌
年
、
正
教
員
に
採
用
さ
れ
伊
奈
高
校
に
着
任
す
る
と
、

中
学
時
代
の
教
え
子
も
入
学
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
指
導
の
流
れ
が
で
き
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
へ
の
関
心
も
高
ま

り
、
い
い
選
手
が
い
た
ら
私
の
と
こ
ろ
に
送
る
よ
と
言
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

伊
奈
高
校
で
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
藤

代
紫
水
高
校
に
赴
任
し
た
当
初
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
専
用
の

コ
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、「
お
前
が
来
て

く
れ
た
の
に
こ
の
環
境
で
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
、
同
校
の

日
体
大
陸
上
部
出
身
の
先
生
が
学
校
に
掛
け
合
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
日
体
大
の
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
5
時
過
ぎ
ま
で
藤
代
紫
水

高
校
の
練
習
を
み
て
、
そ
れ
か
ら
伊
奈
高
校
に
駆
け
付
け
、

残
し
て
き
た
生
徒
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
転
勤
で

生
徒
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
心
苦
し
か
っ
た
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
藤
代
紫
水
高
校
と
伊
奈
高
校

の
対
戦
に
な
っ
た
時
は
、
指
導
者
と
し
て
本
当
に
辛
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
な
か
で
、
勝
て
な
い
時

期
が
続
く
等
、
決
し
て
順
風
と
い
え
な
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
て
い
た
松
井
先

生
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
君
の
チ
ー
ム
の
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
っ
て
な
ん
だ
？
」
と
問
わ
れ
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
日
体
大
な
ら
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら

速
攻
。
柱
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
枝
葉
は
そ
の
時
の
選
手

に
合
わ
せ
て
つ
く
る
ん
だ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
チ
ー
ム
の
練
習
や
戦
法
に
影
響
を
受
け
て
、
私
の
な
か

に
迷
い
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ま
で
は
、
自
分
の
原
点
に
返
る
意
味
で
も
、
全
国

選
抜
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
前
に
生
徒
を
日
体
大
に
連
れ
て
行

く
こ
と
が
習
慣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

親
子
二
代
で
恩
師
の
お
世
話
に

　

今
年
の
特
徴
は
、
決
し
て
強
く
は
な
い
が
負
け
な
い
チ
ー

ム
で
す
。
派
手
な
点
の
取
り
方
は
し
ま
せ
ん
が
、
基
本
に

忠
実
で
堅
実
な
試
合
を
し
ま
す
。

　

伊
奈
高
校
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
決
勝
に
3
回
出
場
し
て

い
ず
れ
も
優
勝
。
藤
代
紫
水
高
校
で
は
3
回
と
も
2
位
。

今
回
の
優
勝
は
格
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
藤
代
紫
水
高
校
に
着
任
し
て
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
決
勝
で
、
息
子
が
見
に
来
て
く
れ
た
目
の
前
で
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
夏
休
み
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
ほ
と
ん
ど
家

を
あ
け
て
、
ど
こ
に
も
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
寂
し
い

思
い
ば
か
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
思
い
出
と
い
う

作
文
で
、
息
子
に
作
り
話
を
書
か
れ
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま

し
た
。
周
り
の
友
達
を
意
識
し
た
の
か
、
本
当
は
ど
こ
に

も
連
れ
て
行
っ
て
い
な
い
の
に
、
夏
休
み
に
私
と
遊
び
に
行
っ

た
架
空
の
思
い
出
を
書
い
た
の
で
す
。
授
業
参
観
で
そ
れ
を

目
に
し
た
時
、
廊
下
で
涙
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な

息
子
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
家
族
に
申
し

訳
な
い
と
思
う
一
方
で
、
強
く
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
手
紙
で

す
。
私
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
紙
を

書
い
た
の
が
今
年
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
私
の
息
子
で

す
。
ま
さ
に
、
勝
利
の
神
様
が
今
年
の
た
め
に
優
勝
を
と
っ

て
お
い
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
い
ま
す
。

　

息
子
は
中
学
生
の
時
に
、
私
の
母
の
病
床
で
、
松
井
先

生
と
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
余
命
い
く
ば
く
も
な

い
母
に
松
井
先
生
は
「
お
孫
さ
ん
の
試
合
の
応
援
に
い
か

な
き
ゃ
だ
め
で
し
ょ
」
と
涙
を
流
し
て
励
ま
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
息
子
が
高
校
3
年
生
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

進
路
は
ど
う
す
る
の
か
尋
ね
る
と
、「
日
体
大
に
行
き
た
い
、

松
井
先
生
に
教
わ
り
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
親
子
二
代

で
先
生
の
お
世
話
に
な
る
の
は
、
お
そ
ら
く
私
が
初
め
て
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

藤
代
紫
水
高
校
か
ら
日
体
大
に
進
ん
だ
教
え
子
の
う

ち
、
小
室
大
地
選
手
、
信
太
弘
樹
選
手
、
木
村
昌
丈
選
手
、

元
木
博
紀
選
手
の
4
人
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
予
選
の

日
本
男
子
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
と
し
て

7
名
ほ
ど
が
活
躍
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
2
0
1
9
年

に
は
茨
城
県
で
国
体
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
選
手
を
育

て
、
や
が
て
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
と
な
り
、
県

内
に
人
材
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。

　

私
は
松
井
先
生
の
言
葉
を
お
借
り
し
て
、「
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
」「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
」「
苦
し
い

時
こ
そ
が
ん
ば
れ
」
と
色
紙
に
書
い
て
卒
業
生
に
渡
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
心
が
け
前
向
き
に
物
事

に
取
り
組
め
ば
、
必
ず
道
は
拓
け
る
は
ず
で
す
。

滝川  一徳（たきがわ  かずのり）／1992年、体育学部卒業。現在、茨城県立藤代
紫水高校体育教諭、ハンドボール部監督、生徒指導部長。前任の県立伊奈高校で
はインターハイ全国優勝3回。藤代紫水高校においても全国選抜、国体などに連
続出場を果たし、強豪校に育て上げた。今年、ご子息の潤君がキャプテンを務める
チームを率い、悲願のインターハイ全国優勝を達成する。そのほかU19日本代表
監督（2008〜13）、U21日本代表監督（2006）・コーチ（2002〜5、2014）を歴任。
2013年、世界ユース選手権に28年ぶりに出場。今年はリオ五輪予選に日本代表
コーチとして出場した。

リオデジャネイロオリンピック男子アジア予選での藤
代紫水高校から日体大へ進んんだ４選手

（右から　元木 博紀、信太 弘樹、滝川先生、木村 
昌丈、小室 大地 ）
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ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
広
め
て
い
く
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
旅
行
業
界
へ
。

営
業
の
最
前
線
で
活
躍
し
な
が
ら
イ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
る
努
力
家
の
素
顔
。

リ
オ
へ
、
世
界
へ
、
大
会
や
遠
征
に

赴
く
選
手
・
役
員
を
サ
ポ
ー
ト

　

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
に
2
0
1
5
年
4
月
に
入
社
し

ま
し
た
。
新
人
で
す
か
ら
、
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
日
々

勉
強
で
す
。
大
変
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
一
番
近
い
と
こ
ろ

で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
や
り
た
い

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

私
も
旅
行
業
界
で
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
就
職
活
動
を
始
め
て
か
ら
で
す
。
大
学

4
年
間
を
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
じ
っ
く
り

目
標
を
見
つ
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
教
員
に
憧
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
と
考
え
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
指
導
者
や
ト

レ
ー
ナ
ー
と
い
っ
た
直
接
的
な
形
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の

魅
力
を
も
っ
と
広
め
て
い
く
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
就
職
活
動
で
は
、
始
め
は
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
広
告
代
理
店
な
ど
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
旅
行
業
界
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
仕
事
も

手
が
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
こ
う
い

う
関
わ
り
方
も
で
き
る
ん
だ
！
」
と
新
た
な
発
見
で
し
た
。

す
ご
く
魅
力
的
に
感
じ
て
、
い
ま
の
会
社
に
入
社
を
決
め

た
の
で
す
。

　

現
在
、
私
は
、
企
業
や
法
人
の
イ
ベ
ン
ト
・コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
企
画
・
手
配
・
運
営
を
行
う
部

門
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
案
件
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
団
体
が
主
な
お

客
様
で
、
海
外
遠
征
の
際
の
ツ
ア
ー
の
提
案
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
を
セ
ー
ル
ス
し
て
い
ま
す
。
経
験
を
積

め
ば
、
海
外
の
大
会
な
ど
に
添
乗
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

す
。
私
も
、
国
内
の
合
宿
所
か
ら
空
港
ま
で
と
い
っ
た
短
い

移
動
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
バ

ス
に
乗
り
合
わ
せ
た
選
手
の
ほ
と
ん
ど
が
日
体
大
の
関
係

者
だ
っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。卒
業
し
て
か
ら
も
、

ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
日
体
大
の
そ
ば
に
ず
っ
と
い
る
と
い
う

実
感
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

競
技
団
体
の
ツ
ア
ー
は
多
く
が
国
の
予
算
の
補
助
を
受

け
て
い
ま
す
か
ら
、
受
注
す
る
た
め
に
は
、
価
格
が
決
め

手
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
価
格
だ
け
で
な
く
、

飯
海
さ
ん
に
任
せ
た
い
か
ら
決
め
た
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

と
き
は
、
責
任
と
と
も
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　学
生
時
代
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
世
界
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
飯
海
さ
ん
。
卒
業
後
も
旅
行
会
社
の
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。
順
風
満
帆
に
見
え
る
飯
海
さ

ん
が
取
材
中
に
何
度
も
口
に
し
た
の
が
、
意
外
に
も
「
自
信
が
な
い
」「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格
」
と
い
う
言
葉
。
就
職
活
動
で
も
い
ろ
い
ろ
迷
っ
た
と
い
う
。
部
活
動
の
選
択
、
競
技
力
の
不
安
、
そ
し
て
、
将
来
の
選
択
。
日
体
生
の

誰
も
が
抱
え
る
共
通
し
た
悩
み
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
飯
海
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
、
い
ま
の
活
躍
に
つ
な
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
素
顔
を
本
音
で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

OG 
INTERVIEW

近畿日本ツーリスト株式会社
ECC営業本部　第7営業支店

スポーツグループ

飯海　優 氏

活 躍 す る
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今
年
は
リ
オ
五
輪
。
い
ま
、
営
業
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お

客
様
の
中
に
も
、
出
場
さ
れ
る
選
手
・
役
員
の
方
々
が
も

ち
ろ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
今
大
会
と
ビ
ジ
ネ

ス
を
と
も
に
成
功
さ
せ
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自
信
の
な
さ
を
練
習
で
克
服

　

皆
さ
ん
は
「
イ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
」
と
い
う
競
技
を
ご

存
知
で
す
か
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト（
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

の
よ
う
な
も
の
）を
履
い
て
行
う
も
の
で
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

使
っ
て
パ
ッ
ク
を
相
手
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
と
得
点
に
な
る
の

は
同
じ
。
氷
上
で
は
な
く
、
ふ
つ
う
の
コ
ー
ト
で
行
う
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

私
は
大
学
時
代
に
日
体
大
イ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
も
、
社
会
人
チ
ー
ム
に
参

加
し
、
休
日
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
経

験
者
で
あ
り
、
旅
行
業
界
で
営
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
と
活
発
な
印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
自
身

は
そ
ん
な
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ほ
う
で
は
な
い
し
、
自
信
の
な

さ
を
努
力
で
克
服
す
る
タ
イ
プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
性
格
も
あ
っ
て
、
進
路
や
競
技
の
選
択
に
あ
た
っ
て
も
、

私
な
り
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
体
大
を
選
ん
だ
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
こ
れ
か

ら
生
き
て
い
く
上
で
ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
と
隣
り
合
わ
せ
で
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ふ
つ
う
の
大

学
に
行
っ
た
ら
、
周
り
に
流
さ
れ
て
、
そ
の
気
持
ち
に
迷
い

が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
日
体
大
の
グ
ラ
ン
ド
の
素
晴

ら
し
さ
で
し
た
が（
笑
）。
一
般
入
試
に
合
格
し
、
体
育
学

科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

高
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
日

体
大
で
新
し
い
競
技
を
選
ぼ
う
と
思
っ
た
の
は
、
正
直
に
言

え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
く
自
信
が
な
か
っ
た

か
ら
。
一
か
ら
始
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
み
ん
な
同
じ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
の
競
技
が
い
い
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、
イ
ン

ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
の
で
、
頑
張
っ
た
分
だ
け
成
果
が
出
や
す
い
。
自
分

の
成
長
を
感
じ
な
が
ら
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
入
部
当
初
は
、
当
然
で
す
が
、
ま
っ
た
く
滑
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
や
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
た
と
き
も
、

と
て
も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
は
も

ち
ろ
ん
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
っ
た
く
の

初
体
験
で
す
。
考
え
た
結
果
、
動
き
の
あ
る
プ
レ
ー
は
こ
れ

ま
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
の
で
、
視
点
を
変
え
て
み
る
の
も

い
い
か
な
と
思
っ
て
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
教
員
に

な
り
た
い
と
い
う
夢
も
持
っ
て
い
て
、
違
う
役
割
を
経
験
し

て
お
い
た
ほ
う
が
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
の
目
線
に
立
て
る

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
に
は
相
当
な
ス
ピ
ー
ド
で
パ
ッ
ク
が
飛
ん
で
き
ま

す
。
怖
く
な
い
と
言
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
が
、
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
攻
撃
を
止
め
た
と
き
に
だ
ん
だ
ん
と
喜
び
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
プ
レ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
る
ま
で
に
は
、
私
な
り
の
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
は
、
い
わ
ば
最
後
の
砦
で
す
。
点
を
入
れ
ら
れ

た
時
、選
手
た
ち
は
「
自
分
た
ち
の
せ
い
だ
よ
、ご
め
ん
ね
」

と
慰
め
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
言
わ
れ
る
ほ

ど
責
任
を
感
じ
て
し
ま
っ
て
、
い
っ
そ
う
辛
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
止
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
練
習
す
る
し
か

な
い
。
自
信
を
持
つ
た
め
に
は
練
習
時
間
、
練
習
量
し
か

な
い
と
思
っ
て
、
誰
よ
り
も
練
習
す
る
よ
う
に
と
に
か
く
気

持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
自
主
練
習
に
何
十
時
間
も
付

き
合
っ
て
く
れ
た
仲
間
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い

ま
も
プ
レ
ー
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
イ
ン
ラ

イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

も
う
一
度
、
日
本
代
表
と
し
て

金
メ
ダ
ル
を
狙
い
た
い

　

日
体
大
イ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
20
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
日
本
で
最
も
伝
統
の
あ
る
学
生
チ
ー
ム
で
す
。

大
学
3
年
生
の
時
に
、
全
日
本
選
手
権
、
N
A
R
C
h（
イ

ン
ラ
イ
ン
ホ
ッ
ケ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
世
界
N
O
1
を
決
め

る
国
際
大
会
の
日
本
予
選
。
国
内
最
大
の
大
会
）、
関
東

選
手
権
に
、「
女
子
」
が
す
べ
て
優
勝
し
、
三
冠
を
果
た
し

ま
し
た
。
私
も
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ゴ
ー
ル

を
守
り
ま
し
た
。
大
学
3
年
生
と
4
年
生
の
時
の
2
回
、

日
本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
に
出
場
。
日
本
各
地
か
ら
有

力
選
手
を
集
め
た
代
表
チ
ー
ム
に
、
私
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
は
本
当
に
光
栄
で
し
た
。
4
年
生
で
世
界
大
会

に
出
場
し
た
時
は
、
銀
メ
ダ
ル（
2
位
）を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
社
会
人
1
年
目
の
今
年
度
は
、
残
念
な

が
ら
仕
事
の
た
め
に
日
本
代
表
選
考
を
兼
ね
た
大
会
に
欠

場
。
ぜ
ひ
次
回
は
日
本
代
表
に
返
り
咲
い
て
、
世
界
大
会

で
金
メ
ダ
ル
を
狙
い
た
い
で
す
。

　

私
が
言
う
と
説
得
力
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が（
笑
）、

日
体
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
日
体
生
な
ら
で
は
の
「
心
」
が
絶
対
に
あ
り
ま
す
。

先
輩
を
立
て
た
り
、
仲
間
を
思
い
や
っ
た
り
、
人
と
し
て
最

も
大
切
な
「
心
」
を
自
然
に
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

体
や
心
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
の
努
力
を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

営
業
も
真
剣
勝
負
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ス
ポ
ー

ツ
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
社
会
や
仕
事
で
通
用

す
る
力
を
十
分
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
好
き
な
競
技
を
い
つ
ま
で

も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

飯海　優（いかい  ゆう）／2015年、体育学部卒業。東京都立東高校出身。本
学卒業後、近畿日本ツーリスト（株）入社。配属はECC（イベント・コンベンション・
コングレス）営業本部。スポーツにおいては、選手・役員の国内外での活動やビッ
グイベントの運営などをサポートしている。飯海さんはいま専門知識の吸収に余
念がない。例えば、国によって必要なパスポートの残存期間が異なり、一つひと
つ覚えていかなければならないという。お客様と粘り強くコミュニケーションをと
る能力は日体大で培われたとか。
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Q1
現
代
の
子
ど
も
が
運
動
不
足
や
運
動
過
多
に
陥
って
い
る
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

過
去
2
回
の
こ
の
連
載
の
中
で
、
子
ど
も
の
か

ら
だ
の
二
極
化
現
象
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
お

話
し
て
き
ま
し
た
。
現
代
の
子
ど
も
は
運
動
不

足
の
子
ど
も
と
幼
い
こ
ろ
か
ら
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ

の
専
門
的
訓
練
を
受
け
て
き
た
運
動
過
多
の
子

ど
も
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
は
運
動
器
機
能
不
全

（
い
わ
ゆ
る
「
か
ら
だ
の
固
い
子
」）が
生
じ
、
後

者
に
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
が
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
運
動
不
足
に
陥
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

は
〝 

投
げ
る 

〟〝 

走
る 

〟〝 

蹴
る 

〟〝 

握
る 

〟

と
い
っ
た
運
動
能
力
や
体
力
の
低
下
が
表
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
外
遊
び
の
伝
承
が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と
や
子
ど

も
た
ち
の
外
遊
び
自
体
を
否
定
的
に
捉
え
る
大

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
街
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
元
気

な
声
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
ふ
つ
う
で
し
た
が
、

い
ま
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
小
学
校
の
校

庭
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
声
が
聞
こ
え
よ

う
も
の
な
ら
、
周
り
の
大
人
た
ち
か
ら
「
う
る
さ

い
」
と
い
っ
た
ク
レ
ー
ム
が
出
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
原
っ
ぱ
な
ど
の
空
き
地
が
あ

れ
ば
、
短
期
間
で
駐
車
場
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
べ
る
空
間

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
化
の
時
代
で

す
か
ら
、
兄
弟
・
姉
妹
が
い
る
家
庭
も
少
な
く
、

地
域
に
子
ど
も
が
少
な
い
た
め
、
遊
ぶ
仲
間
が
い

な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は〝
仲

間
〟〝 

空
間 

〟〝 

時
間 

〟と
い
っ
た
3
つ
の〝 

間 

〟

が
不
足
し
、〝 

3
間
不
足
状
態 

〟
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
一
人
遊
び
の
代
表
例
で
あ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
環
境
が
子
ど
も
た
ち
の
運
動
不
足
を
加

速
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
運
動
過
多
に
陥
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
指
導
者
で
あ
る
大
人
が
過
度
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
強
い
る
こ
と
で
足
腰
を
痛
め
た

り
、
疲
労
骨
折
や
精
神
的
な
ひ
ず
み
を
き
た
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
自
体
が
イ
ヤ
に
な
っ
て
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
〝 

ノ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

〟、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
な
い
日
を
つ
く
る
な
ど
、
い
か
に
休
ま
せ

る
か
も
指
導
者
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
指
導
者

で
あ
る
大
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
が
持
つ

原
義
を
理
解
し
、
本
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
何
か
、

常
に
そ
れ
を
問
い
た
だ
す
謙
虚
な
姿
勢
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

スポーツ・健康
ワンポイントゼミ

日体生なら
知っておきたい！

【プロフィール】
武藤芳照（むとう・よしてる）

（日体大総合研究所長／保健医療学部教授）
名古屋大学医学部卒。東京大学大学院教授、同教
育学研究科長・教育学部長を経て2011年東京大
学理事・副学長、2012年東京大学名誉教授、2013
年4月より日体大総合研究所長。2014年4月日本体
育大学保健医療学部教授。医学博士。『子どものス
ポーツ』『疲労骨折』『運動療法ガイド』をはじめ、ス
ポーツ医学、身体教育学、運動処方関係の著書多
数。

第3回テーマ

いま子どものからだに
何が起きているのか（3 ）

日体大が誇る体育・スポーツ・健康・教育の専門家が身近な話題を取り上げてわかりやすく解説するコーナーです。
これまでの連載で、武藤芳照先生に子どものからだの二極化現象とその対策を紹介いただきました。

今回は、子どものからだのいまについて、本質的な問題点と指導者としての留意点をお話しいただきます。
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Q2Q3
子
ど
も
の
運
動
不
足
・
過
多
を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
言
葉
の
原
義
を
理
解
し
、「
遊

び
を
見
直
す
」
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー

ツ（
S
p
o
r
t
）と
い
う
言
葉
は
、
古
い
英
語
の

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト（
d
i
s
p
o
r
t
）や
古
い
フ
ラ

ン
ス
語
の
デ
ポ
ー
ル（
d
e
p
o
r
t
）
か
ら
端

を
発
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
「
心
を
他
へ
移
し

て
楽
し
む
こ
と
」
が
ス
ポ
ー
ツ
の
原
義
な
の
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
「
気
晴
ら
し
」
や
「
遊
び
」
で
す
。

し
た
が
っ
て
外
遊
び
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
本
来
の

原
点
は
、「
面
白
い
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
遊
び
自
体
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
現
代
は
運
動
遊
び
や
集
団
遊
び
自
体
が
な

か
な
か
伝
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
普
及
・
振
興
か

ら
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
運
動
遊
び
や
集
団

遊
び
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
遊
び
は
面
白
い
と

い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
缶
蹴
り
は
駆
け
引
き
を
し

な
が
ら
行
う
絶
妙
な
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

そ
こ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
感
覚
的

な
楽
し
さ
を
、
遊
び
を
通
じ
て
認
識
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
遊
び
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
基

本
技
術
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
缶
蹴

り
に
は
蹴
る
、
ま
っ
す
ぐ
走
る
、
後
ろ
に
下
が
る
、

横
に
走
る
、
相
手
の
様
子
を
見
て
瞬
時
に
動
く
な

ど
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
で
必
要
な
動
作
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
め
ん
こ
遊
び
は
ボ
ー
ル
を
上
か

ら
投
げ
る
動
作
と
使
う
筋
肉
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
こ

の
動
作
の
学
習
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
遊

び
の
な
か
で
、
自
然
に
走
る
、
投
げ
る
、
跳
ぶ
、

蹴
る
、
打
つ
、
当
て
る
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、
ミ
ニ
社
会
体
験
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
遊
ぶ
集
団
の
中
に
女
の
子

や
小
さ
い
子
ど
も
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
公

平
・
公
正
に
プ
レ
ー
が
で
き
、
な
お
か
つ
面
白
さ

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
由
自
在
の
ル
ー
ル

を
つ
く
り
ま
す
。「
三
角
ベ
ー
ス
」
や
「
透
明
ラ

ン
ナ
ー
」
な
ど
、〝
ま
め
ル
ー
ル
〟
や
〝
み
そ
っ

か
す
扱
い
〟
と
い
っ
た
特
別
ル
ー
ル
で
す
。
遊
び

を
通
じ
た
ミ
ニ
社
会
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
人
間
関
係

の
つ
く
り
方
や
社
会
性
、
協
調
性
、
我
慢
な
ど
、

人
間
性
が
磨
か
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
で
は
、
協
調
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
育
ま
れ
ま
せ
ん
。
運
動
遊

び
や
集
団
遊
び
が
子
ど
も
た
ち
の
か
ら
だ
と
心

を
育
み
、
学
校
や
社
会
で
生
き
る
知
恵
と
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
遊
び
の
中
に
は
自
然
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
時
間
が
あ
り
、
強
度
の
調
整
、
易
し
い

技
術
か
ら
次
第
に
負
荷
が
上
が
り
、
疲
れ
た
ら

休
み
、
ま
た
運
動
を
再
開
す
る
と
い
っ
た
、
極
め

て
合
理
的
な
運
動
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動

遊
び
や
集
団
遊
び
は
、
子
ど
も
の
か
ら
だ
の
能

力
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
程
度
の
運
動
強
度
が
得
ら
れ

る
た
め
、
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
心
の
ひ
ず

み
は
起
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
「
遊
び
を
見
直

す
」
こ
と
が
、
運
動
不
足
・
運
動
過
多
を
解
決

す
る
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
運
動
不
足
・
過
多
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
体
大
生
に
で
き
る
こ
と
は
？

将
来
的
に
は
、
こ
う
し
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
を
支
え
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
〝
お
ん
ぶ
型
の
超
高
齢
社
会
〟
を

維
持
で
き
ま
せ
ん
。
逞
し
い
子
ど
も
た
ち
が
育
つ

よ
う
、
日
体
生
は
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

指
導
者
と
し
て
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
間
に
か

ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の
面
白
さ
を
意
識
し
て
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
日
体
生
の
重
要
な
社
会
的
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
人
生
の
縮
図
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
で
も
喜
怒
哀
楽
を

経
験
で
き
ま
す
し
、
精
進
し
た
け
れ
ど
も
結
果

勝
負
に
負
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は

そ
う
い
う
人
生
に
必
要
な
こ
と
も
学
べ
ま
す
し
、

人
間
性
の
機
能
を
高
め
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
や
り
過
ぎ
は
い
け
な
い
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
あ
り
よ
う
を
認
識
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持

つ
本
質
的
な
良
さ
や
原
理
な
ど
を
学
べ
る
現
場
や

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
日
体
大
の
学
生
に
は
一
つ
ひ

と
つ
の
言
葉
が
持
つ
本
来
の
意
味
を
理
解
し
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

メンコ遊びの動作

からだ全体を使い、腕の振りも、肘・
手首をタイミングよく動かし、腕が
ムチのようにしなっている。ボール
を上から投げる動作に通ずる。

（昔のあそびを見直そう」『暮しの手帖』
第３巻第２号、1986年より）



 nittaidai43 ● 13

効
率
的
な
指
導
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト

―
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
と
は
ど
う
い
う
研
究
で

し
ょ
う
。

　

私
の
研
究
は
、
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

心
技
体
を
科
学
す
る
こ
と
。
中
で
も
専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
と
き
の
体
の

仕
組
み
を
と
ら
え
て
、
競
技
力
向
上
や
効
率
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
で
す
。
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

研
究
と
並
行
し
て
、
競
技
力
向
上
や
発
育
発
達
、
動
作
の

稚
拙
評
価
、
練
習
効
果
な
ど
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
単
な
る
測
定
者
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
研
究
と
現
場
を
つ
な
ぐ
〝
B
r
i
d
g
e 

t
h
e 

G
A
P
〟
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
特
に
大
切
で

す
。

　

た
と
え
ば
、
選
手
の
実
際
の
感
覚
と
、
デ
ー
タ
と
の
ズ
レ

を
み
つ
け
て
修
正
し
て
い
く
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
野

球
の
投
手
の
場
合
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の
高
め
と
低
め
に
投
げ

分
け
る
際
に
、
ボ
ー
ル
を
手
か
ら
離
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
れ

ぐ
ら
い
の
差
が
あ
る
か
。
感
覚
的
に
は
20
～
30
セ
ン
チ
の
差

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
で
測

定
し
て
み
る
と
実
は
1
セ
ン
チ
程
度
だ
っ
た
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
打
撃
ポ
イ
ン
ト
が
外
れ
た
ま
ま
何
百
回

も
素
振
り
を
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と

を
わ
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
左
右
す
る
の
で
す
。

―
先
生
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、「
三
次
元
人
体
形
状
計
測
法
に
よ
る
身
体
形
状

や
セ
グ
メ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
慣
性
特
性
の
種
目
比
較

や
発
育
発
達
比
較
」
で
す
。
体
の
各
部
分
の
重
さ
と
重
心

が
ど
の
よ
う
に
か
か
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
種
目
に
よ
っ
て

使
う
筋
肉
が
異
な
り
体
つ
き
も
違
っ
て
く
る
た
め
、
そ
こ
に

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
な
ど
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
体

つ
き
は
先
天
的
な
要
素
も
大
き
く
、
水
泳
選
手
は
手
足
が

長
く
流
線
型
の
体
型
だ
っ
た
り
、
体
操
選
手
は
上
半
身
に

し
っ
か
り
し
た
筋
肉
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
り
、
デ
ー
タ
で

見
る
と
面
白
い
特
徴
が
わ
か
り
ま
す
。
タ
レ
ン
ト
発
掘
に
も

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
見
と
、選
手
・
指
導
者
と
の
架
け
橋
と
な
り
、

効
果
的
な
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
追
究
・
提
案
し
て
い
く
。

優
れ
た
資
質
を
備
え
た
日
体
生
な
ら
、誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

上
手
く
な
り
た
い
、
良
い
選
手
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
は
、
日
体
生
な
ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
科
学
的
な
立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
で
あ
る
。

経
験
や
感
覚
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
と
、
測
定
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
事
実
と
は
、
時
と
し
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。

数
式
を
用
い
た
り
、
測
定
機
器
を
扱
っ
た
り
す
る
た
め
、
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
粘
り
強
さ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
知
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
ン
ド
な
ど
、
日
体
生
が
強
み
を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
分
野
で
あ
る
と
船
渡
先
生
は
話
す
。

体
育
科
学
研
究
科 

博
士
前
期
課
程

　体
育
科
学
コ
ー
ス

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
系

 
 

博
士
後
期
課
程

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
系

船渡  和男 教授
船渡  和男（ふなと・かずお）長野県出身。体育学部体育学科教授。本学体育学部卒業、大学
院体育学研究科修了。東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学。東京大学、
国立スポーツ科学センターの創設から勤務、文部省長期在外研究員（米UCLA・バイオメカニ
クス研究室）を経て現職。日本バイオメカニクス学会理事ほか、要職を務める。 

～大学院・研究科の取り組み～
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「
身
体
動
作
中
の
足
底
圧
分
布
の
定
量
化
と
ス
キ
ル
診

断
」
は
、
動
作
中
に
足
底
や
か
か
と
な
ど
に
ど
の
よ
う
に

加
重
が
か
か
っ
て
い
る
か
の
分
析
で
す
。
ま
た
、「
歩
行
や

走
行
中
の
床
荷
反
力
と
運
動
学
的
指
標
の
分
析
に
よ
る
動

作
の
ば
ら
つ
き
や
習
熟
度
の
評
価
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
の
研
究
で
も
上
手
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
で
は
明
ら

か
に
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
関
節
ト
ル
ク
や
筋
電
図
、
超
音
波
に
よ
る

筋
形
状
変
化
か
ら
の
関
節
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
」、「
競

泳
・
カ
ヌ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
プ
リ
ン
ト
走

や
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
特

異
的
動
作
で
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的
研
究
」、さ
ら
に
「
各

種
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー（
測
定
器
）や
測
定
法
の
開
発
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

支
え
る
立
場
で
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
た
い

―
先
生
の
研
究
は
い
ま
ど
の
よ
う
に
現
場
に
活
か
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
学
の
学
生
は
も
と
よ
り
、
東
京
都
と
連
携
し
て
、
中

学
生
・
高
校
生
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
の
た
め

の
科
学
的
サ
ポ
ー
ト
測
定
と
選
手
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ヌ
ー
の
ス
プ
リ
ン
ト
や
ス
ラ
ロ
ー

ム
な
ど
の
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
研
究
室
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育
成
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
き
な
使
命

で
す
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
本
学
の
辻
沙
絵
選
手（
陸
上
）の
サ
ポ
ー
ト
を
、

昨
年
3
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
身
体
的
ハ
ン
デ
ィ

が
動
作
に
影
響
す
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
そ
の
矯
正

を
サ
ポ
ー
ト
し
、成
果
を
着
実
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
際
級
の
カ
ヌ
ー
選
手
の
育
成
や
2
0
2
0
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
た
め
の
投
手
、
打
者
の
育
成
な

ど
、
支
え
る
立
場
か
ら
日
本
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

　

健
康
教
育
、
競
技
コ
ー
チ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
学
校

で
の
体
育
科
指
導
に
お
い
て
、
科
学
的
知
見
を
い
か
に
活

用
す
る
か
、
つ
ま
り
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス（
実
証
に
基
づ
い

た
見
地
）か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
先
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
展
開
も
含
め
て
、
わ
れ
わ
れ
専
門
家
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の

さ
ら
な
る
前
進
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
は
こ
の
分
野
の
先
進
的
な
研
究
者
が
多
数
お
り
、

国
際
学
会
へ
の
参
加
は
大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
す
。
昨
年

7
月
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー（
英
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）で
開
催
さ
れ

た
国
際
学
会
で
は
、
陸
上
競
技
選
手
に
お
け
る
足
底
圧
分

析
や
、
本
学
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で
あ
る
水
鳥
寿
思
氏

の
伸
肘
倒
立
に
お
け
る
動
作
研
究
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
実
は
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
彼
は
伸
肘
倒

立
が
苦
手
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
昨
年
３
月
に
修
士
を
終
え
た
堀
畑
裕
也
氏（
ロ
ン

ド
ン
五
輪
競
泳
６
位
入
賞
）は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
水
中
ド
ル

フ
ィ
ン
ま
で
の
速
度
変
化
に
つ
い
て
研
究
し
、
今
は
母
校
で

教
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
経
験
や
感
覚

的
な
も
の
に
併
せ
て
、
理
論
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
指
導
書

を
つ
く
り
た
い
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
お
り
、
と
て
も
頼
も

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

―
大
学
院
の
指
導
で
は
な
に
を
心
が
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　

や
は
り
、
競
技
者
と
し
て
上
手
く
な
り
た
い
、
指
導
者

で
あ
れ
ば
良
い
選
手
を
育
て
た
い
と
い
う
学
生
の
志
に
い
か

に
応
え
て
い
く
か
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
実
現
で
き
る
の
が
ス

ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
で
す
。
私
自
身
、
日
体
大
で
野

球
部
に
所
属
し
て
い
た
頃
に
効
率
的
な
練
習
方
法
を
模
索

し
研
究
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。
恩
師
で
あ
る
石
井
喜
八

先
生
は
「
君
た
ち
は
高
校
時
代
は
グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し

て
い
た
。
勉
強
し
た
け
れ
ば
こ
れ
か
ら
で
も
遅
く
な
い
」
と
、

私
を
研
究
室
に
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。「
努
力
す
る

も
の
は
平
等
に
扱
わ
れ
る
」「
動
く
ゆ
え
に
我
あ
り
。
思
う

の
は
勝
手
、
ま
ず
動
け
」
と
、
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
は
、
難
解
な
分
野
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
数
式
や
工
学
装
置
を
扱
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
あ
く
ま
で
手
段
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
上
手
く
、

速
く
、
あ
る
い
は
遠
く
ま
で
投
げ
た
り
飛
ば
し
た
り
で
き
る

か
。
そ
の
た
め
の
効
率
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
、
根

拠
を
示
し
て
説
明
す
る
。
非
常
に
身
近
な
実
践
科
学
で
あ

り
、
多
く
の
日
体
生
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
研
究
に
お
け
る
日
体
生
の
強
み
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、「
物
事
に
粘
り
強
く
一
生
懸
命
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
」。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
「
経

験
知
」。
こ
れ
が
な
い
と
現
場
と
研
究
者
の
間
で
方
向
性

が
ず
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ス
ポ
ー

ツ
マ
イ
ン
ド
」。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
熱
意
、
意
欲
は
、
現

場
と
一
体
と
な
っ
た
研
究
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
不
可

欠
で
す
。
前
職
の
東
大
と
日
体
大
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、

夜
遅
く
ま
で
電
気
が
つ
い
て
い
る
こ
と
。
研
究
に
一
途
に

取
り
組
む
情
熱
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
も
同
じ
で
す
。
ま
た
、

J
I
S
S
に
勤
務
し
て
い
た
際
に
プ
ー
ル
な
ど
多
く
の
練

習
場
に
科
学
的
知
見
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
選
手
や
コ
ー

チ
そ
し
て
、
研
究
者
が
い
っ
し
ょ
に
作
り
上
げ
て
い
く
共
同

作
業
で
し
た
。
い
く
つ
か
の
職
場
を
経
験
し
、
日
体
生
の
資

質
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
体
大
に
赴
任
し
て
10
年
、
修
士
・
博
士
・
研
究
生
を

含
め
て
、
50
名
ほ
ど
の
学
生
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
毎

年
国
内
、
海
外
の
学
会
に
は
必
ず
学
生
た
ち
を
誘
い
旅
を

し
、
家
族
以
上
の
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

機
会
に
刺
激
を
受
け
、
研
究
室
を
巣
立
ち
、
大
学
や
機
関

で
研
究
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
教
員
と
し
て
、
全
国
で
数

多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
は
時
間
が
必
要
で
す
が
、

日
体
生
は
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
個
性
あ
る
人
材
に
必

ず
育
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。競
技
の
巧
拙
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
花
開
く
可
能
性
を
誰
も
が
持
っ
て
い
る

の
で
す
。
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馳
浩
文
部
科
学
大
臣
を
代
表
学
生
が
表
敬
訪
問

　
歴
史
的
勝
利
を
果
た
し
た
ア
ジ
ア
選
手
権
か
ら
帰
国
し
た
現
役
学
生
選
手
4
名
︵
福
島
丈

貴
、
飯
田
純
士
、
荒
井
陸
、
足
立
聖
弥
︶
が
、
大
本
洋
嗣
日
本
代
表
監
督
︵
本
学
准
教
授
・

O
B
︶
と
と
も
に
、
12
月
24
日
、
松
浪
健
四
郎
理
事
長
・
谷
釜
了
正
学
長
・
今
村
裕
常
務
理

事
に
勝
利
を
報
告
。
続
い
て
、
馳
浩
文
部
科
学
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。
馳
大
臣
は
、
選
手

た
ち
の
努
力
を
称
え
る
と
と
も
に
、
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
︵
ア
ス
リ
ー
ト
お
よ
び
人
間
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
︶
の
重
要
性
に
触
れ
、
後
に
続
く
人
た
ち
の
目
標
と
な
る
選
手
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
期
待
を
述
べ
た
。
大
臣
か
ら
怪
我
や
食
事
を
気
遣
う
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、

訪
問
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
ん
だ
。

圧倒的な存在感を示す
悲願のリオ五輪出場権を獲得

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ジ
ア
予
選
を
兼
ね
た
ア

ジ
ア
選
手
権︵
中
国
・
佛
山
︶に
お

い
て
、
最
終
日
の
12
月
20
日
、
水

球
男
子
日
本
代
表
が
ラ
イ
バ
ル
中

国
に
16
対
10
で
圧
勝
。
4
戦
全

勝
で
優
勝
し
、
1
9
8
4
年
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
以
来
32
年
ぶ
り

と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を

獲
得
し
た
。
本
学
水
泳
部
水
球
ブ

ロ
ッ
ク
は
過
去
に
3
7
6
連
勝
の

偉
業
を
成
し
遂
げ
た
、
ま
さ
に
日

本
の
水
球
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
存

在
。
今
大
会
に
お
い
て
も
、
現
役

学
生
4
名
を
含
む
9
名
の
本
学
関

係
者
が
選
手
と
し
て
出
場
し
、
新

し
い
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ
を
切
り
開

い
た
。
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ま
ず
32
年
ぶ
り
の
五
輪
出
場
を
果
た
し

た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
間
に
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
苦
労
が
あ
り
、
そ
の
歴

史
の
上
で
の
勝
利
で
す
。
や
っ
と
一
歩
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま

す
。
前
回
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
予
選
敗
退
後
に

代
表
監
督
を
お
引
き
受
け
し
た
と
き
、
一
か

ら
チ
ー
ム
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
若
手
を
起
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
若
手
先
行
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
社
会
人
が
要
所
を
押
さ
え
る
と
い
っ
た
チ
ー

ム
で
す
。
結
果
的
に
日
体
大
現
役
学
生
4
名
が
チ
ー
ム
入
り
し
ま
し
た
が
、
一
番
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
る
の
だ
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ
が
な
い
と
選
考
で
き
な
い
と
い
っ
そ
う
厳
し
い
指
導
を
課
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
が
「
パ
ス
ラ
イ
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
ま
っ
た
く
新
し
い
戦
術
を
展
開
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
守
備
の
際
ふ
つ
う
相
手
を
後
方
か
ら
マ
ー
ク
し
ま
す
が
、
あ
え
て
相
手
の
前

に
出
て
パ
ス
コ
ー
ス
に
体
を
入
れ
る
も
の
で
す
。
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
や
す
い
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す

が
、
外
国
人
選
手
と
の
体
格
差
を
克
服
し
た
り
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
速
攻
を
生
か
す
た
め
に
有

効
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
思
い
き
り
が
い
い
、
さ
ら
に
言
え
ば
負
け
っ
ぷ
り
が
い
い

と
思
え
る
ほ
ど
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
な
試
合
運
び
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
0
点
に
抑

え
る
の
で
は
な
く
、
10
点
と
ら
れ
た
ら
、
11
点
取
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
す
。
そ
の

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
追
求
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
戦
術
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
練
習
量
は
も

ち
ろ
ん
、
か
な
り
の
体
力
が
必
要
で
、
去
年
の
ア
ジ
ア
選
手
権
が
終
わ
っ
て
か
ら
合
宿
を
2
0
0

日
行
い
、
最
後
の
2
ヶ
月
は
缶
詰
に
し
て
、
水
球
に
没
頭
す
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
戦

術
は
、
こ
れ
か
ら
世
界
の
各
チ
ー
ム
が
導
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
海
外
遠
征
も
積
極
的
に
行
い
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
戦
う
こ
と
で
選
手
た
ち
に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
注
力
し
ま
し

た
。
最
終
の
中
国
戦
は
完
全
な
ア
ウ
ェ
イ
で
し
た
が
、
こ
こ
で
も
負
け
る
は
ず
が
な
い
と
選
手
を

鼓
舞
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
リ
オ
五
輪
は
、
と
に
か
く
ひ
と
つ
で
も
上

に
い
き
た
い
、
存
在
感
を
示
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
す
で
に
出
場
権
を
得
て
い
る
東
京

五
輪
で
メ
ダ
ル
を
狙
う
位
置
ま
で
登
り
つ
め
る
の
が

私
た
ち
の
目
標
で
す
。
外
国
人
選
手
と
比
べ
て
、
平

均
身
長
は
15
セ
ン
チ
、
体
重
は
20
キ
ロ
の
差
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
力
強
い
選
手
に
対

し
て
、
機
動
力
や
ス
ピ
ー
ド
、
戦
略
な
ど
、
日
本
の

強
み
を
活
か
し
た
戦
い
を
展
開
し
、
皆
さ
ん
に
水
球

の
醍
醐
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

役職・ポジション 氏　名 所　　属

ヘッドコーチ  大本　洋嗣  日本体育大OB、日本体育大学准教授
コーチ  葛原　　浩  日本体育大学OB
GK  福島　丈貴  日本体育大学4年 
FP  飯田　純士  日本体育大学4年 
FP  大川　慶悟  日本体育大学OB
FP  柳瀬　彰良  日本体育大学OB
FP  竹井　昂司  日本体育大学OB
FP  角野　友紀  日本体育大学OB
FP   志賀　光明  日本体育大学OB
FP   荒井　　陸  日本体育大学4年 
FP   足立　聖弥  日本体育大学2年 

水球日本代表男子「ポセイドンジャパン」 
大本監督、葛原コーチ以下、9名の日体勢が

　

五
輪
出
場
は
日
本
代
表
の
目
標
で
あ
り
、

私
自
身
の
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア

選
手
権
で
は
、
イ
ラ
ン
戦
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
戦
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ア

タ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
声
を
出
し
て
守
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
指

示
す
る
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は
、パ
ス
ラ
イ
ン
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
を
活
か
し
た
速
い
試
合
運
び
で
大
切

な
役
割
を
担
い
ま
す
。
リ
オ
五
輪
で
の
目
標

は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
。
日
本
の
ゴ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

き
た
い
で
す
。

　

4
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
予
選
の
時
は
、

私
は
高
校
生
で
し
た
。
観
戦
し
て
い
て
と
て
も

悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
夢
だ
っ
た
五
輪
出
場
が
決
ま
っ

た
瞬
間
は
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
で

は
、
私
は
パ
ス
ラ
イ
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
っ
か

り
展
開
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
正
直
、

私
よ
り
小
柄
な
選
手
は
世
界
に
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
特
に
機
動

力
は
負
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
活
か
し
て
、
日

本
の
強
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
起
用
さ
れ
、

小
さ
い
ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い
と
緊
張
で
眠
れ
な

い
日
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
自
分

の
プ
レ
ー
が
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
い
、
少

し
安
心
し
て
い
ま
す
。
初
の
日
本
代
表
入
り

で
し
た
が
、
海
外
遠
征
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の

強
豪
チ
ー
ム
や
そ
の
大
柄
な
選
手
と
戦
う
う

ち
に
、
ア
ジ
ア
選
手
権
に
向
け
た
不
安
は
薄

れ
て
い
き
ま
し
た
。
パ
ス
ラ
イ
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

は
連
帯
が
し
っ
か
り
と
れ
れ
ば
必
ず
勝
て
る
戦

術
で
す
。
リ
オ
五
輪
で
は
メ
ダ
ル
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
で
自
分
の
力
が
ど
れ
だ
け
通
用
す

る
か
、
今
大
会
で
は
そ
れ
を
試
す
こ
と
が
で

き
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
素
早
い
動

き
か
ら
シ
ュ
ー
ト
す
る
自
分
の
持
ち
味
は
発
揮

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

シ
ュ
ー
ト
技
術
や
泳
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
す
。
中
国
戦
は
完
全
な
ア
ウ
ェ
イ

で
し
た
が
、
逆
に
そ
の
雰
囲
気
が
楽
し
み
な

ほ
ど
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
日
本
は
さ
ら
に
注

目
を
浴
び
る
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

福島  丈貴
体育学科 4 年

（鹿児島南高校出身）

荒井　陸
体育学科 4 年

（秀明英光高校出身）

大本洋嗣 監督

飯田  純士
体育学科 4 年

（青森商業高校出身）

足立  聖弥
体育学科 2 年

（秀明英光高校出身）

※ FP=フィールドプレーヤー
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日本体育大学と横浜市青葉区が災害対策に関する連携協定を締結
　平成27年12月16日（水）、日本体育大学横浜・健志台キャンパスにて、日本体育大学と
横浜市青葉区による災害対策に関する連携協定が締結されました。
　この協定は、大規模な災害等を想定し、災害に強いまちづくりを進めるとともに、発災時
においては相互に協力し、区民・学生の生命を守り、地域社会の発展に寄与することを目
的としております。
　主な特徴として、災害時の備えから災害発生時の対応まで、幅広く連携を図る実質的かつ
具体的な協定内容となっている点があり、防災訓練や学生への防災教育の推進、学生参加
のボランティア活動や必要な情報の受伝達について連携を行うこととなっています。また、青
葉区内の地域防災拠点等のスペースに不足がある場合に、避難所として大学の各種施設を
利用していただくことも協定内容に盛り込まれました。

アフガニスタン大統領特別代表閣下ご一行が来学されました
　平成27年12月15日、来日されていたアフガニスタン　アフマド・ジア・マスード大統領
特別代表閣下ご一行が、日本体育大学東京・世田谷キャンパスを訪問されました。柏日体
高等学校吹奏楽部によるアフガニスタン国歌演奏、同高等学校に留学しているメヘラン君、
ハシン君の二人が斉唱を行い、ご一行の訪問を歓迎いたしました。
　アフマド・ジア・マスード大統領特別代表閣下より「二国間の交流は重要度を増している。
また、現在アフガニスタンはスポーツの分野が非常に発展している。これからも素晴らしい
協力関係が継続していくことを願う」とのお言葉をいただき、お帰りの際には本学の慰霊碑
に立ち寄り、献花を捧げていただきました。
　今回の来学がきっかけとなり、スポーツ・文化及び学術分野における両国の交流がますま
す強い絆となるよう願っています。

　事業の成果報告と月経周期を考慮したコンディショニングに関する知識、
情報の共有を目的として、シンポジウム「指導者と考える　女性アスリート
のコンディショニング法　－月経周期とどう向き合えばよいのか？－」を開
催致します。トップアスリートだけでなく、スポーツを行う全ての女性、ある
いはスポーツを行う女性を指導・サポートする全ての方を対象とした内容と
なります。選手・指導者はもちろん女性アスリートの保護者の方もお気軽に
ご参加ください。

◆開催日時／平成28年2月27日土曜日　10：00～12：40
◆会場／日本体育大学東京・世田谷キャンパス　記念講堂
◆主催／スポーツ庁委託事業　女性アスリートの育成・支援プロジェクト　

「月経周期を考慮したコンディショニング法の開発」事業　
 日本体育大学
◆参加費／無料

◆プログラム
　「月経周期を考慮したコンディショニング法開発事業の報告」　　　
 日本体育大学　須永美歌子
 順天堂大学　　涌井佐和子

シンポジウムのご案内「月経周期を考慮したコンディショニング法の開発」

第53回体育研究発表実演会を実施
　平成27年11月11・12日、横浜アリーナにおいて第53回体育研究発表実演会を開催い
たしました。会場には来賓、保護者、同窓、高等学校などの本学関係者を中心に2日間で
21,000人の来場者を迎え、大盛況ののちに終演することができました。今回は125周年の
事業の一環として実施され、日体ファミリーとして各併設校からも出演し、今回の実演会の
テーマである「紡ぐ」をまさに体現されたものとなりました。
　また、本学が国際交流協定を結んでいる海外の大学の中から北京体育大学、朝鮮大学校
からもご出演いただき、スポーツを通しての国際平和の実現を願う新たな試みともなりました。

「正しい知識が選手を救う～新体操の現場より～」
 日本体育大学　新体操クラブ顧問・監督
 シドニー、アテネオリンピック新体操日本代表　村田由香里

「女性アスリート指導者の現状と課題」
 （コーディネーター）日本体育大学　伊藤雅充，須永美歌子
 （パネリスト） 日本体育大学　バレーボール部女子監督 根本　研
  日本体育大学　新体操クラブ顧問・監督 村田由香里
  日本体育大学　サッカー部女子監督 矢野晴之介
※シンポジウム終了後、世田谷キャンパス内「Nレストラン」にて懇親会を
開催します。（参加費無料）

◆参加方法／参加ご希望の方はインターネット申し込みフォームより、お申
し込みください。
締め切り：平成28年2月12日金曜日
申し込みフォーム   http://goo.gl/forms/IhqdMNTcPx　　 

〈お問合せ先〉
総合スポーツ科学研究センター（担当：亀本）
〒158-8508　東京都世田谷区深沢7-1-1
Tel : 03-5706-0931  Fax : 03-5706-0961　Mail : souspo@nittai.ac.jp

n e w s ＆ t o p i c s
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　平成28年1月2・3日に行われた第92回箱根駅
伝（東京箱根間往復大学駅伝競走）。総合7位（往
路13位、復路4位、総合11時間11分32秒）に入
り、来年のシード権を獲得した。注目は、6区秋
山清仁（体育学科3年）の活躍。従来の記録を32
秒更新する58分9秒の区間新記録で走り、6区終
了時に7位まで一気に順位を上げた。区間新記
録は今大会で唯一。さらに、選手・スタッフが
一丸となった努力により、伝統の襷をつないだ。
渡邉正昭監督 「多くの皆様に応援いただきまし
て、誠にありがとうございました。春より新体制
でのチーム作り、キャプテン、マネージャーを中
心に、4年生がよくここまで頑張り、その結果が7
位につながったと思います。今年のチームに対す
る4年生の思いを今後も後輩たちが受け継いでく
れるのではないかと思います」。

　平成27年12月29・30日に行われた第40回全
日本スプリントスピードスケート選手権大会で、
髙木美帆（体育学科3年）が初の総合優勝を果た
した。29日には1000メートルで1分15秒74の国
内最高記録をマーク、30日も1000メートルを制
して総合首位を守った。2016年は、ワールドカッ
プ（1月、ノルウェー・スタヴァンゲル）、世界距
離別スピードスケート選手権大会（2月、ロシア・
コロムナ）、世界オールラウンドスピードスケート
選手権大会（3月、ドイツ・ベルリン）などでの活
躍が期待されている。

　平成27年11月28・29日に行われた第69回全
日本体操競技団体選手権大会において、体操競
技部が男女とも優勝（合計得点　男子＝270.300
／女子＝166.200）。男子は内村航平選手（平成
23年卒）を擁した第64回大会以来の5年ぶり10
度目の優勝、女子は2年連続22度目の優勝、ア
ベック優勝も5年ぶり4度目と快挙を成し遂げた。
12月2日、上記の結果を体操競技部男女監督・
主将が松浪健四郎理事長、谷釜了正学長に報
告。今大会で引退を表明した女子主将の鶴見虹
子（体育学部4年）へ松浪理事長から記念品が贈
呈された。

箱根駅伝、総合7位でシード権獲得  秋山が6区区間新

髙木美帆（スピードスケート）が初の総合優勝

体操競技部が全日本体操競技団体選手権アベック優勝

92th HAKONE EKIDEN

Speed Skating

Artistic Gymnastics

現役学生アスリートが各競技で活躍。2 0 1 6 年のさらなる飛躍に期待！

n e w s ＆ t o p i c s
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